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教材１－Ａ－（１）の解答 数の大小 
 

① 『－４，－１の大小関係』の解決のために 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

（１） 次の数を小さい方から順に並びかえましょう。 

 

① －１，２，０，－２，１ 

                   －２，－１，０，１，２  

② １０，     ，－１０，0.1，１ 

                        

 －１０，－    ，0.1,１，１０ 
  

 

（２）  次の□に不等号を書き入れて、２数の大小を表しなさい。 

 

 

① ２  ＞  －１         ② －３   ＜  －２    

 

 

③  0.1  ＞  0.01        ④ －0.01  ＞      

 

（３） 次の各組の３数の大小を、不等号を用いて表しなさい。 

 

① －１，０，＋１       ② －５，＋２，－１０ 

 

 

       －１＜０＜＋１                －１０＜－５＜＋２  
 

 

 

 

  

－４と－１の位置を数直線で表すと 

  

        

 

 －５ －４ －３ －２  －１  0  ＋１  ＋２  ＋３ 

  

              

となり、数直線の     側のある数の方が小さい。 

 

 

左 

・ ・ 

大小関係は数

直線を使って

確認しよう。 

10

1


１０ 

１ 

たしかめよう 


